
橋梁長寿命化修繕計画

平成 24 年 3 月

 南 箕 輪 村
高 根 橋



１ 長寿命化修繕計画の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南箕輪村が管理する橋梁は 91 橋あります。このうち架設年度が判明している 50 橋で分析する

と、建設後 50 年を迎えている高齢化橋梁は、現在は 18 橋で 36％ですが、20 年後には 62％の橋梁

が高齢化を迎えることになります。そのため、一斉に架替え時期を迎えることとなり、短期間に

大きな財政負担が生じることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設後50年以上の橋梁 

 

今後、高齢化橋梁が急速に増大していく状況の中で、橋梁の長寿命化と維持管理費の縮減を実

現するために、これまでの重大な損傷が顕在化してから対処する対症療法型管理から、損傷が軽

微な段階で早めに対応する予防保全型管理へ維持管理の考え方を転換していく必要があります。 

南箕輪村では、橋梁長寿命化修繕計画を策定し、道路の安全性を確保するとともに、橋梁の維

持管理費の計画的運用により健全な財政運営を図ります。 

 

【背 景】 

我が国の社会資本は、戦後の高度経済成長期に急速に整備されてきた。近年、これらの社会資

本の老朽化が進み、高度経済成長期に整備された社会資本ストックが集中的に更新の時期を迎え

ようとしている。南箕輪村においては、架設年度の不明な橋梁も存在するため、一般的に橋梁の

寿命といわれる建設後 50 年の供用年数を迎える高齢化橋梁の割合が今後どのように増加傾向を

示すのか正確に把握することは難しい。しかし、架設年度が判明している橋梁における高齢化の

傾向を参考にすると、今後更新時期が集中して到来することが予測され、財政負担が大きくなる

ことが懸念される。 

 

【目 的】 

限られた予算の下で、これまでの対症療法的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換するこ

とで橋梁の長寿命化を図り、維持管理コストの縮減と予算の平準化を行う。これにより次世代に

大きな負担をかけることなく、道路交通の安全と安心を将来にわたり確保する。 
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２ 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

本計画では、全管理橋梁について点検を実施し、その点検結果を踏まえて緊急時の通行確保や

路線としての重要性などの観点から、大清水川・大泉川に架かる橋梁や交通量の多い路線に架か

る橋梁、第三者被害が予想される中央自動車道を跨ぐ橋梁などから 17 橋を選定し計画対象橋梁と

しました。 

なお、対象橋梁の選定は、今後の長寿命化修繕計画更新時に点検結果などを踏まえて見直しを

行います。 

 

表-1 管理橋梁数と 2012 年計画策定橋梁数 

 

 

 

 

 

 

1級村道 2級村道 その他村道 合計

8 4 79 91

うち計画の対象橋梁数 6 1 10 17

うちこれまでの計画策定橋梁数 0 0 0 0

うち2012年計画策定橋梁数 6 1 10 17

全管理橋梁数



３ 健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

(1) 健全度の把握に関する基本的な方針 

 
橋梁の架設年度や立地条件などを十分考慮しながら、橋梁の状態を早期かつ的確に把握するた

めに「道路橋に関する基礎データ収集要領（案）」（国土交通省 国土技術政策総合研究所）に基づ

いて 5年に 1度の定期点検を実施します。 

 

(2) 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 
日常的な道路パトロールによる情報収集や土砂撤去などの維持作業を行っていくことは、橋梁

の長寿命化に対して極めて有効になります。橋梁の定期点検、損傷に対する修繕などと併せて、

日常的な維持管理として、年 1 回巡回を行い橋梁の異常・危険性の早期発見に努めるとともに、

以下のような維持作業などを随時実施します。 

 
 ① 橋面に堆積した土砂の撤去 

 ② 排水ますの清掃 

 ③ 沓座付近の清掃 

 
なお、防護柵の取替えや舗装の修繕など、従来から行っている軽微な損傷の補修・修繕は今後

も随時行っていきます。 

 

(3) その他の橋梁の管理方針 

 
今回、本計画の対象としなかった橋梁については、主として日常の道路パトロールによる状態

監視を強化し、橋梁の異常・危険性の早期発見を図ります。また、必要な段階に健全度を確認す

るための簡易的点検を実施するなど、積極的な維持管理体制を確立します。 



４ 対象橋梁の長寿命化および修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

(1) 従来のような対症療法型管理から、劣化の進行を予測した上で、損傷が深刻化する前に修繕を

行う予防保全型管理へ転換し、橋梁の長寿命化を図るとともに、修繕・架替えに係る費用の縮

減を図ります。 

(2) 健全度による損傷程度の評価と併せて、路線の重要性を考慮した上で、損傷に対する修繕・架

替え計画の優先順位付けをします。 

(3) 橋梁のライフサイクルコストの低減を適切に考慮するため、橋梁に係る維持管理費の平準化を

図りながら、修繕費用のシミュレーションを行い、最適な修繕・架替え計画を策定します。 

 

 

５ 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期および補修内容・時期または架替え時期 

 

表-2 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期および補修内容・時期または架替え時期 
様式1-2

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

(H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (H31) (H32) (H33) (H34)

11 丘下第3号橋 丘下上原線 7.90 1977 35 2012 (点検) ← (点検) ←

25 輪道橋 南殿上段3号線 16.80 1965 47 2012 点検 点検

29 渡合橋 田畑下段18号線 14.60 1981 31 2012 (点検) ← 点検

30 旧道橋 田畑下段1号線 13.50 1993 19 2012 点検 点検

31 南田橋 田畑中段2号線 11.20 1966 46 2012 (点検) ← 点検

32 越場橋 神子柴塩ノ井上段線 19.80 1965 47 2012 (点検) ← 点検

49 西天竜第32号橋 南原上戸線 5.00 1938 74 2012 点検 点検

50 中野原橋 南原上戸線 36.50 1974 38 2012 点検 (点検) ←

51 鳥谷川第4号橋 南原下段1号線 10.90 1994 18 2012 点検 点検

64 大泉橋 大泉北31号線 18.80 1963 49 2012 点検 点検

65 西天竜第16号橋 田畑大芝線 5.00 1984 28 2012 (点検) ← 点検

67 花窪橋 大泉南24号線 11.50 1965 47 2012 (点検) ← 点検

68 荒井坂橋 大泉南6号線 34.50 1965 47 2012 点検 点検

69 高根橋 大泉北62号線 38.10 1973 39 2012 点検 (点検) ←

78 西天竜第1号橋 北原線 7.40 1984 28 2012 点検 点検

84 大清水橋 神子柴西天線 6.70 1987 25 2012 点検 点検

88 大清水川第6号橋 神子柴下段12号線 9.70 1977 35 2012 点検 点検

41.2 19.8 18.7 18.7 18.4 1.0 0.0 1.8 0.0 17.4

※ここに示した点検時期および補修内容は、今後の情勢により予告なく変更となる可能性があります。

橋梁名No.

今後の修繕架替え事業費(百万円)　合計

対策の内容・時期
供用
年数

架設
年次

橋長
(m)

路線名
最新点
検年次

主桁,支承
下部工

床版,舗装,下部工,伸縮装置

下部工

主桁,下部工

主桁,床版
下部工

舗装,下部工
伸縮装置

主桁,床版

主桁

主桁

主桁,下部工

下部工

床版

下部工

床版

床版

床版

舗装

舗装
伸縮装置

舗装



予防保全型・対症療法型のライフサイクルコスト
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※2013年を計算開始年（0年）とする。

６ 長寿命化修繕計画による効果 

 

(1) コストの縮減 

 
長寿命化修繕計画による予防保全型管理と従来の対症療法型管理のライフサイクルコストを算

定しました。 

その結果、今後 50 年間のライフサイクルコストを比較すると、従来の対症療法型管理が約 12.7

億円に対し、長寿命化修繕計画による予防保全型管理が約 9.4 億円となり、ライフサイクルコス

トが 26％程度縮減され、約 3億円のコスト縮減効果が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 安全性の向上 

 
長寿命化修繕計画による計画的な橋梁点検や修繕工事を予防保全的に実施することで、従来の

維持管理方法と比べて、橋梁の状態をより安全に維持することが可能になり、道路ネットワーク

の安全性・信頼性が確保できます。 

予防保全型

縮減額 

約 3 億円 

ライフサイクルコスト 約9.4億円 約12.7億円

長寿命化修繕計画による管理
（予防保全型管理）

従来の管理
（対症療法型管理）

(74%) (100%)



７ 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者などの専門的な知識を有する者 

 

(1) 計画策定担当部署 

 
南箕輪村 建設水道課 建設係   TEL 0265-72-2325 

 

(2) 意見を聴取した学識経験者などの専門知識を有する者 

 
信州大学 工学博士  吉澤 孝和  名誉教授 

 




